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岐阜高山教務所だより 
 

高ひだ御坊真宗公開講座のご案内（4/8） 

飛騨御坊真宗教化センターでは、多くの方々に仏法に触れていただく機会となるよう、各団体の御

協力で、真宗公開講座を開催しています。 

つきましては下記の通り開催いたしますので、有縁の方々とお誘いあわせのうえ、ご聴聞ください。 

 

日 時  4 月 8 日（月） 午後２時から 

講 師  髙野 秀正 氏 （能登教区 新覚寺住職） 

講 題  能登の土徳 私の出遇った念仏者 

会 場  高山別院御坊会館 

参加費  500 円 

主 催  高山 1 組真宗の会 

 

岐仏教公開講座のご案内（4/20） 

「生きるってどういうこと」を年間テ－マとし、「眼(まなこ)をひらく 心(こころ)をひらく」をサブテーマと

して、第 248 回を開催いたします。一人でも多くの有縁の同朋と共に、仏法聴聞の場に出遇っていた

だきますようご案内申し上げます。 

 

日 時 ４月２０日（日）午後 2 時から 

講 師 飯山 等 氏 

（大垣真宗学院指導主任 

大谷中学・高等学校元校長） 

講 題 ｢われら｣は｢われ｣の複数？ 

会 場 岐阜高山教務所 

聴講料 年間聴講券（5,000 円） 

    当日券（500 円） 

 

【先生からのメッセ―ジ】 

若いころ先生から、｢われら｣は｢われわれ｣と違い

ます、｢ら｣をもって｢われ｣とする、ということです、と

教えられました。では、それは、｢われ｣をもって｢ら｣

とすることとどれほど違うのでしょうか？ 

bookの複数は books、では、Iの複数は？Isで

はなく、We？ We は I の複数？はてさて、私はど

のような世界を、どのような生を生きているのでしょ

うか？ 
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敬 弔 
ご生前のご遺徳を偲び、 

謹んで哀悼の意を表します。 

教区門徒会員 朝日高根組法正寺 

  岩畑 静香 様 ３月１１日 命終 

 

 
今月のテレホン法話 

テーマ 

いのちの出会い「真実の声を」 

℡（058）265-0033 

4 月 1 日～末日 

上清水信男 氏 （高山 2 組 西蓮寺） 

 

書籍の紹介 

『真宗僧侶とグリーフ』 

著者 尾角光美、五藤広海（リヴオン） 

岩橋由莉、真宗大谷派

宗務所教育部 

監修：谷山洋三 

（東北大学教授・ 

金沢教区常念寺衆徒） 

A4 判・164 頁 

2,420 円（税込） 

 

グリーフとは「喪失体験から生じる人間の様々な反

応や状態」のことで、グリーフケアとは、単に、死別に

悲嘆する人への支援ではなく、自分自身がグリーフ

を抱えることを知り、グリーフそのものを大切にする

こと。 

 グリーフの基礎、セルフケアの重要性、対話のあり

方、遺族にとっての葬儀など、様々な角度から人と向

き合う姿勢を学ぶ学習書。僧侶に限らず手に取って

いただきたい一冊。 

※真宗大谷派僧侶養成のための指定テキスト 

 

 

４月の主な行事 

2 日（木）〔14 時〕児連花まつり岐 

〔1４時〕聖典聖教学習会岐高 

3 日(金) 〔14 時〕解放推進協議会輪読会高 

6 日（月）〔9 時半〕得度事前研修会高 

7 日（火）〔13 時〕育成部会岐 

〔19 時〕教研購読岐 

8 日（水）〔13 時半〕岐阜支部坊守会常任委員会岐 

〔14 時〕真宗公開講座高 

9 日（木）〔13 時半〕新正副幹事室長会高 

〔14 時〕出版委員会岐 

10 日（金）〔19 時〕朝日高根組親鸞教室高 

13 日(月)解放推進協議会現地学習会岐高 

15 日（水）〔13 時〕サラナン岐 

19 日（日）〔13 時半〕第 15 組真宗入門講座岐 

20 日（月）〔14 時〕仏教公開講座岐 

21 日（火）〔19 時〕教化研究所高 

23 日（木）〔13 時半〕教区坊守会研修会岐高 

〔14 時〕開顕部会岐 

２４日(金) 〔19 時〕朝日高根組親鸞教室高 

〔19 時〕教研基礎学岐 

27 日(月) 〔13 時〕サラナン岐 

〔14 時〕寺子屋 書道教室岐 

30 日（木）〔14 時〕寺院活性化支援室会議岐高 

 
５月１４日(木) 〔14 時〕臨時教区会 

※新組長・新教区会議員におかれましては、ご予定下さ

い。 
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教区会議員選挙のお知らせ 
 このたび、2026 年 4 月 20 日(月)に、選出教区会議員の任期満了に伴う選挙が実施されます。 

選挙の詳細については、別途各住職・教会主管者及び代務者宛へ郵送の「（岐高選管発第11号）任

期満了に伴う「教区会議員選挙」の施行について（通知）」をご覧ください。 

 

 

高山別院 初まいり式のご案内（5/10） 

高山別院では、いのちの誕生や親となったよろこびを感じ、仏さまをご縁として心豊かに歩んでほし
いとの願いを込め、初まいり式を実施いたします。 
高山地区各寺院へは今月号にチラシを同封いたしておりますので、ぜひ有縁の皆さまに参加をおす

すめいただきますようお願いいたします。 

 

日  時  ２０２6 年５月 10 日（日）午前１１時～１１時４５分 
会  場  高山別院 本堂 
対  象   3 歳以下のお子さま 
参加費   3,000 円  誕生念珠・記念品をプレゼント 
右の QR コードよりお申し込みください。申し込み締切は 4 月 30 日です。 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

コラム「所員のつぶやき」 

４月になると、思う事があります。それは、息子が小学校入学と同時に、私が大谷専修学院に入

学。更に小学校６年間で、私は常勤補導になり、住職になりと次々と新しい生活環境が展開され、

更には住職就任と同時に本堂の再建もありました。 

そんな中、あっと言う間に息子は中学校入学、私はというと岐阜高山教区駐在教導となり、単身

生活が始まりました。そんな息子も、今年の４月から高校へと進学となり、岐阜高山教区にきてもう

すぐ３年弱が過ぎようとしています。 

そんなことを思い出すと、私が次へと歩みを進める度に、期待と不安を抱きながら生活していた

ことを思います。ということは、息子も同じようなに小中学校を過ごしていたのだろうかと心配にな

ります。息子が多感な時期に、ほぼ家にいない、居たとしても法務等で食事を一緒にする時間もあ

まりもてない、父親の姿は息子の目にどう映っていたのでしょう。 

そんな忙しい日々の中でも最近、息子と二人で過ごす時間のなかで、息子が発した言葉に驚き

ました。 

「父ちゃん、俺、お寺を継ぐわ！」 

何を思って息子がそう言ったのか、理由を聞くことが出来ずに 

 「そうか、頑張れよ。」 

という言葉だけを言って話題を変えてしまいました。 

 

 「親は無くとも子は育つ」という言葉もありますが、うちの息子はどうなのでしょうか？ 

                                          岐阜高山教務所 近藤智隆 
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ハンセン病療養所交流研修会（3/10～11）報告 
「佐々木さん、ハンセンに興味ありますか？」という問いかけに、「そりゃ、反戦は大事だよな」という

珍回答から始まり、療養所や園との関りをもって、早２０年が過ぎ、今回は久しぶりの駿河療養所と神

山復生病院の２ヶ所を訪問。 

駿河療養所は入所者数が３０名となり、居住地域も中央管理棟近くに集められ、高齢者となった入

所者への医療体制の合理化が進んでいた。 

 一見、良さそうな体制ではあるが、何か国側の一秒でも早い「静かな幕引き」が始まっていると感じ

たのは、私だけではなかろう。 

 自治会長の小鹿氏の言葉の中にも、自分の残りの時間をかけて、それに抗うぞという強い決意を感

じ、世の人に人権を問う発信源とならん心意気が伝わってきた。 

 抗う人が大谷派に育ってほしい。まず、その一歩として、無知と偏見の闇を破る場に身を置くことから

学んで、真実を見る眼を持とうとする我々を入所者の人たちは待ってくれています。しかし、時間は限

られている。急げ、急げ。 

第 2 組正法寺住職 佐々木賢成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自らの人権感覚に向き合う 

 ３月、国立駿河療養所研修の機会を頂いた。 

 ハンセン病患者の療養施設で、昭和 20 年の開所以来今日まで罹患した軍人を始め様々な人が隔

離され、広大な敷地の中で一つのコミュニティーが形成され、今に至っている。 

 ハンセン病は伝染力が弱く、かかっても特効薬があり治る病気だが、様々な後遺症が一生残る病気

でもある。大谷派は過去において「隔離政策に追従した」との反省に立ち、謝罪し、あたたかな血の通

った人間に帰ろうとする「共なる歩み」を呼びかけ続けている。 

 研修を通し、過去の様々な差別の不合理性や非科学性を再認識することとなった。 

 私たちは学び交流することで人権感覚の向上を自覚する。一方でその感覚が本物なのかを自らに、

そして社会に問い続けることが求められていると痛感している。 

高山２組 秋聲寺門徒 砂田明伸 

 

 

 

 

 


